事業類型 ：行政組注記（事業別財務諸表：警察施設管理事業）

[bookmark: _GoBack]１．追加情報
（１）固定資産の減損の状況
（行政財産）
減損の兆候がある（減損を認識した場合を除く）もの　
	用途
	種類
	場所
	帳簿価額（円）
	減損の兆候の概要
	複数の固定資産を一体として行政サービスを提供するものと認めた理由
	減損を認識しない根拠

	大阪府警察総合訓練センター
	建物
	大東市龍間1110-1
	1,387,205,864 
	使用低下（年間利用者数37％）
	―
	使用を継続

	
	工作物
	
	236,000,144 
	
	
	

	光明池運転免許試験場
	建物
	和泉市伏屋町5丁目13番1号
	465,826,420 
	使用低下（年間利用者数49％）
	―
	使用を継続

	
	工作物
	
	95,505,721 
	
	
	

	大阪府高槻警察署
	建物
	高槻市野見町2番4号
	287,054,333 
	使用終了＜新施設運用開始時（令和8年度以降を予定）までの使用）の決定＞
	―
	新施設運用開始時まで使用を継続

	大阪府八尾警察署
	建物
	八尾市高町3番18号
	107,917,406 
	使用終了＜新施設運用開始時（令和7年度以降を予定）までの使用）の決定＞
	―
	新施設運用開始時まで使用を継続

	大阪府守口警察署
	建物
	守口市京阪本通二丁目
	191,661,068
	使用終了＜新施設運用開始時（令和3年度以降を予定）までの使用）の決定＞
	―
	新施設運用開始時まで使用を継続

	大阪府和泉警察署
	建物
	和泉市伯太町２丁目１番７号
	79,082,869
	使用終了＜新施設運用開始時（令和7年度以降を予定）までの使用）の決定＞
	―
	新施設運用開始時まで使用を継続

	大阪府貝塚警察署
	建物
	貝塚市海塚１６７番地
	103,876,349
	使用終了＜新施設運用開始時（令和7年度以降を予定）までの使用）の決定＞
	―
	新施設運用開始時まで使用を継続



減損を認識したもの　
	用途
	種類
	場所
	減損前の帳簿価額（円）
	減損に至った経緯
	減損損失額（円）
	減損後の帳簿価額（円）
	減損損失額の算出方法の概要

	
	
	
	
	
	
	
	帳簿価額と比較する正味売却価額・使用価値相当額の別とその算出方法
	摘要

	元警察犬訓練センター用地
	土地
	堺市西区鶴田町 
	307,967,520 
	使用終了（売却予定）
	0 
	307,967,520 
	正味売却価額（路線価を採用）
	正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失額は0



（２）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
事業の概要
警察施設の整備及び維持管理、警察署・交番等の新設及び建替、警察職員待機宿舎の整備等に関する事業を実施しています。
業類型 ：行政組織管理型　　部　　局 ： 公安委員会
事 業 名 ：警察施設管理事業



